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は
じ
め
に

「
少
女
」
と
い
う
呼
称
が
一
般
化
し
た
の
は
二
〇
世
紀
以
降
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
近
代
に
お
い
て
「
少
女
」
は
ど
の
よ
う
な

も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
は
そ
の
変
遷
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
一
九
〇
八
年
か
ら
一
九
五
五
年
に
か
け
て
、

実
業
之
日
本
社
よ
り
出
版
さ
れ
た
少
女
向
け
雑
誌
『
少
女
の
友
』
の

投
書
欄
を
分
析
す
る
。

少
女
雑
誌
は
、
お
と
ぎ
話
や
少
女
小
説
、
歴
史
上
に
残
る
女
性
の

伝
記
や
修
身
訓
話
、
手
芸
や
家
事
に
ま
つ
わ
る
記
事
、
人
気
挿
し
絵

画
家
た
ち
に
よ
る
口
絵
な
ど
か
ら
成
っ
て
お
り
、
多
く
の
少
女
た
ち

に
と
っ
て
、
接
す
る
こ
と
の
で
き
た
数
少
な
い
メ
デ
ィ
ア
の
一
つ
で

あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
な
か
で
も
『
少
女
の
友
』
は
多
数
の
発

行
部
数
を
誇
り
、
そ
れ
ゆ
え
戦
時
下
に
お
い
て
他
の
少
女
雑
誌
が
廃

刊
に
追
い
込
ま
れ
る
な
か
、
刊
行
を
継
続
で
き
た
。
こ
の
よ
う
に
戦

前
の
少
女
雑
誌
の
な
か
で
最
も
長
く
続
い
た
少
女
雑
誌
で
あ
る
『
少

女
の
友
』
を
分
析
の
対
象
と
す
る
。

少
女
雑
誌
は
、
当
時
の
少
女
像
の
構
築
に
多
大
な
る
影
響
を
与
え

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
雑
誌
の
作
り
手
が
一
方
的
に
少
女
イ

メ
ー
ジ
を
読
者
た
ち
に
提
供
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
少

女
雑
誌
の
提
示
し
た
少
女
イ
メ
ー
ジ
を
読
者
が
必
ず
し
も
受
け
入
れ

て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
読
者
た
ち
の
雑
誌
を
買
う
か
買
わ
な

い
か
選
択
す
る
購
買
行
動
や
、
投
書
欄
へ
の
投
稿
は
少
女
像
の
構
築

に
な
に
か
し
ら
の
影
響
を
与
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
編
集
者
が

描
く
少
女
像
だ
け
で
は
な
く
、
読
者
で
あ
る
少
女
た
ち
自
身
が
描
く

少
女
像
を
考
察
す
る
た
め
に
は
投
書
欄
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
と

近
代
日
本
に
お
け
る
少
女
像
の
変
容
に
つ
い
て

― 

『
少
女
の
友
』
投
書
欄
の
分
析
よ
り 

―
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考
え
る
。『
少
女
の
友
』
は
読
者
の
投
稿
に
よ
る
通
信
欄
・
文
芸
欄

を
設
け
、
投
稿
少
女
の
絶
大
な
支
持
を
得
て
い
た
。
投
書
欄
を
分
析

す
る
こ
と
で
、
編
集
者
の
少
女
像
、
読
者
た
ち
の
少
女
像
、
そ
し
て

投
稿
欄
掲
載
者
と
懸
賞
当
選
者
の
居
住
地
の
分
布
か
ら
ど
の
層
の
子

ど
も
た
ち
に
雑
誌
が
読
ま
れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

ま
た
分
析
す
る
時
期
を
『
少
女
の
友
』
が
創
刊
さ
れ
た
一
九
〇
八

年
か
ら
一
九
二
〇
年
代
に
限
定
す
る
。
当
時
、
戦
前
の
初
等
教
育
に

お
い
て
は
女
子
に
の
み
女
子
小
学
や
裁
縫
科
を
設
け
て
い
た
。
ま
た

中
等
普
通
教
育
に
お
い
て
は
男
子
が
中
学
校
、
女
子
が
高
等
女
学
校

と
い
う
別
学
体
制
を
と
っ
て
お
り
、
そ
の
教
育
内
容
は
男
子
と
女
子

で
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
戦
前
の

学
校
教
育
制
度
は
子
ど
も
を
性
別
に
よ
っ
て
差
異
あ
る
、
少
年
と
少

女
と
し
て
捉
え
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
概
念
を
創
り
出
し
た
。
ま
た
、
一
九

〇
二
年
創
刊
の
『
少
女
界
』（
金
港
館
）
の
誕
生
以
降
、
誌
名
に
少

女
と
付
く
少
女
向
け
雑
誌
が
大
量
に
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し

て
そ
れ
ら
少
女
雑
誌
は
、
少
女
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
的
な
形
で

描
き
出
し
て
流
布
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
に
少
女
と
い
う
呼
称
が
一
般

化
し
て
い
く
時
期
を
み
て
い
く
。

『
少
女
の
友
』
に
関
し
て
は
、
表
紙
絵
や
小
説
の
内
容
、
広
告
な

ど
様
々
な
視
点
か
ら
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
少
女
雑
誌
の

投
稿
欄
分
析
を
行
っ
た
研
究
は
相
次
い
で
登
場
し
て
お
り
、『
女
学

世
界
』（
博
文
館
、一
九
〇
一
年
創
刊
）
を
川
村
邦
光
氏（

（
（

が
行
い
、『
少

女
世
界
』（
博
文
館
、
一
九
〇
六
年
創
刊
）
を
本
田
和
子
氏（

（
（

と
永
井

紀
代
子
氏（

（
（

が
行
っ
て
い
る
。本
稿
で
も
対
象
と
す
る『
少
女
の
友
』（
実

業
之
日
本
社
、
一
九
〇
八
年
創
刊
）
は
遠
藤
寛
子
氏（

（
（

と
今
田
絵
里
香

氏（
（
（

、
佐
藤
（
佐
久
間
）
り
か
氏（

（
（

が
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
遠
藤
氏

と
今
田
氏
は
一
九
三
〇
年
代
の
分
析
を
対
象
と
し
て
お
り
、
本
稿
が

対
象
と
す
る
時
代
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
佐
藤
氏
の
研
究
は
、
少
女

雑
誌
が
誕
生
し
た
一
九
〇
二
年
か
ら
一
九
一
三
年
を
対
象
と
し
て
い

る
た
め
、
本
稿
で
も
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
し
か
し
、
佐
藤

氏
の
研
究
は
当
時
を
代
表
す
る
『
少
女
界
』『
少
女
世
界
』『
少
女
の

友
』
の
三
誌
を
比
較
し
分
析
し
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
『
少
女
の

友
』
に
重
点
を
置
き
、
よ
り
深
く
分
析
を
進
め
た
い
。

第
一
章
で
は
懸
賞
当
選
者
の
居
住
地
域
の
分
布
に
つ
い
て
分
析
す

る
。
当
選
者
は
毎
号
、
抽
選
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
。
そ
の
た
め
、
地

域
分
布
を
数
値
化
し
、そ
の
変
化
を
み
て
い
く
こ
と
で
、『
少
女
の
友
』

自
体
の
隆
盛
と
、
ど
の
地
域
の
読
者
に
読
ま
れ
て
い
た
の
か
が
明
ら

か
に
な
る
と
考
え
る
。
続
い
て
第
二
章
で
は
、
読
者
が
投
稿
し
た
通

信
の
宛
先
や
、
そ
の
通
信
内
容
の
変
化
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
通
信

欄
に
は
記
者
へ
の
要
望
や
他
の
読
者
へ
働
き
か
け
る
様
子
が
表
れ
て
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い
る
。
少
女
た
ち
が
何
を
求
め
、
ど
う
行
動
し
た
の
か
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
通
信
欄
の
分
析
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
最
後
に
第
三

章
で
は
記
者
や
読
者
が
抱
い
て
い
た
少
女
像
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

掲
載
さ
れ
て
い
る
記
事
の
中
か
ら
、
少
女
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
表

れ
て
い
る
も
の
を
ま
と
め
る
。
こ
れ
ら
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
近
代

に
お
い
て
少
女
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
の

か
、
少
女
た
ち
自
身
が
ど
の
よ
う
な
少
女
像
を
抱
い
て
い
た
の
か
を

明
ら
か
に
し
た
い
。

第
一
章　

懸
賞
当
選
者
の
地
域
分
布
に
つ
い
て

『
少
女
の
友
』
で
は
、
絵
探
し
や
ク
イ
ズ
の
正
解
者
に
抽
選
で
絵

は
が
き
等
の
賞
品
が
贈
ら
れ
る
懸
賞
が
行
わ
れ
て
い
た
。
懸
賞
は
毎

号
行
わ
れ
、
懸
賞
当
選
者
の
居
住
地
と
氏
名
が
翌
月
の
号
に
掲
載
さ

れ
た
。
懸
賞
当
選
者
の
居
住
地
を
二
年
ご
と
に
数
値
で
表
し
た
の
が

表
①
で
あ
る
。

は
じ
め
に
表
①
の
総
合
数
の
変
化
を
見
て
い
き
た
い
。
一
九
〇
八

年
か
ら
一
九
一
一
年
に
か
け
て
総
合
数
は
増
加
し
て
い
る
。
発
行
部

数
が
記
録
さ
れ
て
い
る
資
料
は
残
っ
て
い
な
い
の
で
確
認
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
が
、
こ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
数
値
は
発
行
部
数
に
大

き
く
関
わ
り
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。発
行
部
数
に
関
す
る
記
述
は
、

一
九
〇
八
年
一
巻
六
号
の
談
話
倶
楽
部
で
記
者
が「
五
万
人
の
読
者
」

と
述
べ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
佐
藤
氏
に
よ
る
と
明
治
四
十

年
代
の
記
事
に
は
し
ば
し
ば
「
拾
万
に
余
る
愛
読
者
」
と
記
載
が
あ

る
こ
と
か
ら
発
行
部
数
は
十
万
部
近
か
っ
た
と
言
及
し
て
い
る
。
創

刊
か
ら
三
年
程
で
発
行
部
数
が
二
倍
に
増
え
て
い
る
と
し
た
ら
、
創

刊
当
初
の
懸
賞
当
選
者
の
総
合
数
は
発
行
部
数
に
比
例
し
、
増
加
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
増
刊
号
が
一
九
〇
九
年
二
月
に
発
売
さ

れ
、
通
信
欄
で
は
当
時
の
記
者
や
読
者
た
ち
も
愛
読
者
が
増
加
し
て

き
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、『
少
女
の
友
』
の
成
長
を
実
感
し
、
喜
び

を
表
す
文
が
た
び
た
び
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

昨
年
の
二
月
創
刊
せ
ら
れ
て
以
来
、
僅
か
一
年
に
も
な
ら
ぬ
短

い
月
日
の
間
に
、
本
誌
は
実
に
雑
誌
界
空
前
の
大
発
展
を
い
た

し
、
い
よ
〳
〵
少
女
雑
誌
中
の
第
一
位
を
占
む
る
に
至
り
ま
し

た
。（
一
九
〇
九
年
二
巻
一
号
）

編
集
局
の
活
動
と
皆
様
の
御
同
情
に
よ
り
ま
し
て『
少
女
の
友
』

は
益
々
発
展
い
た
し
て
ま
ゐ
り
ま
す
。
三
月
号
の
如
き
は
、
発

行
し
た
日
に
全
部
売
り
切
れ
て
し
ま
い
ま
し
て
、
す
ぐ
に
再
版

を
い
た
し
ま
し
た
が
こ
れ
又
立
ま
ち
に
無
く
な
つ
て
、
三
版
ま

で
も
い
た
し
ま
し
た
有
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。（
一
九
一
一
年
四
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表①
都市 1908 1909 1911 1912 1914 1916 1918 1920 1922 1923 1925 1927
東京 51 60 80 70 40 40 40 44 44 44 28 28
大阪 12 27 42 22 22 32 34 44 40 34 26 26
京都 8 8 42 20 20 26 20 20 24 30 26 24

北海道 5 8 36 14 14 36 24 30 24 16 22 22
兵庫 5 25 24 14 14 18 18 20 24 24 20 20
福岡 1 8 16 8 16 18 20 20 24 10 20 20
愛知 6 10 8 8 14 16 18 20 24 20 20 20

神奈川 16 15 26 12 16 18 18 20 24 24 18 18
新潟 8 9 18 10 30 16 16 16 14 14 17 17
長野 7 4 6 6 30 16 16 16 16 16 15 15
岡山 2 5 8 16 14 14 14 16 14 10 14 15
朝鮮 1 4 20 42 16 16 16 18 16 10 15 14
静岡 6 7 12 10 14 16 16 20 24 24 15 14
広島 3 20 12 8 16 16 16 18 16 24 15 14
千葉 6 8 12 10 12 14 14 14 14 24 15 14
山口 2 12 10 8 12 14 14 16 16 10 15 14
群馬 2 3 18 8 10 12 12 14 14 14 15 14
栃木 3 4 10 8 10 12 14 14 16 18 14 14
長崎 2 4 24 8 14 16 14 16 6 8 15 14
三重 2 4 8 8 10 12 22 12 14 16 14 14
宮城 8 4 8 10 8 12 12 12 14＋ 6 10 14 14
茨城 5 4 6 6 10 10 20 12 10 14 14 14
熊本 1 3 6 10 10 14 14 14 12 10 15 14
埼玉 6 7 14 8 10 12 10 12 10 8 14 14
石川 4 4 4 8 6 10 10 10 12 8 15 14

鹿児島 1 3 8 8 10 12 12 12 8 6 14 14
福島 19 8 8 4 8 12 12 12 22 18 13 13
秋田 3 6 10 10 12 12 12 18 10 14 14 12
滋賀 2 4 14 10 10 10 10 10 10 14 10 10

和歌山 1 3 14 8 10 10 10 12 10 10 10 10
中国 1 4 1 16 12 12 12 8 8 10 10
佐賀 1 6 4 0 10 8 8 10 6 8 11 10
愛媛 3 3 6 0 10 8 8 8 8 10 10 10
岩手 2 4 2 4 8 8 8 8 12 10 10 10
大分 1 1 4 4 10 8 8 8 8 6 10 10
岐阜 2 3 2 10 6 6 6 6 6 10 10 10
福井 1 4 4 0 8 6 4 6 6 8 10 10
山形 4 4 8 4 8 10 8 10 10 16 8 8
富山 1 6 2 6 10 10 10 10 8 8 8 8
島根 0 1 10 8 10 6 6 6 6 10 8 8
青森 5 6 4 6 8 8 8 8 8 6 8 8
奈良 1 3 2 6 10 8 8 8 8 8 8 8
香川 0 4 0 10 10 6 6 6 6 12 8 8
鳥取 1 3 6 8 10 6 6 6 6 8 8 8
山梨 2 3 2 8 10 6 6 6 6 6 8 8
宮崎 4 8 6 6 12 4 0 6 8 8
徳島 0 4 2 10 6 4 4 6 4 6 8 8
台湾 4 8 6 2 8 8
高知 0 3 2 6 8 14 4 8 6 8 6 6
樺太 2 4 4 4 2 2 6 6
沖縄 4 4 2 6 6
合計 222 350 598 491 610 644 644 668 656 662 669 656
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巻
五
号
）

少
女
の
友
が
、
日
本
一
だ
の
東
洋
一
だ
の
と
言
つ
て
た
時
代
は

既
に
去
り
ま
し
た
。
今
で
は
も
う
他
の
雑
誌
と
は
比
較
に
な
ら

な
い
程
の
大
部
数
を
発
刊
し
て
ゐ
る
の
で
す
。
営
業
部
よ
り
の

報
告
に
依
れ
ば
、
他
の
少
女
雑
誌
総
て
を
合
せ
た
部
数
と
少
女

の
友
と
は
匹
敵
し
て
ゐ
る
そ
う
で
す
。（
一
九
一
三
年
六
巻
三

号
）

ま
た
、
表
①
で
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
東
京
の
数
値
の
変
化
で

あ
る
。
当
選
者
の
総
合
数
は
年
々
増
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、
東
京

の
当
選
者
数
は
減
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
年
ご
と
に
割
合
を
算

出
す
る
と
、
大
き
く
三
段
階
の
変
化
が
見
ら
れ
た
。
一
九
〇
八
年
で

は
全
体
の
二
三
％
を
占
め
て
い
た
東
京
は
、一
九
一
一
年
で
は
一
三
・

三
％
と
な
り
、
一
九
一
四
年
に
な
る
と
六
・
六
％
、
一
九
二
五
年
で

は
四
・
二
％
に
減
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
一
九
一
一
年
の
東
京
以
外
の
地
域
の
割
合
を
見
る
と
、
一

九
一
一
年
の
大
阪
・
京
都
・
北
海
道
の
割
合
は
一
九
〇
八
年
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
二
～
三
％
ほ
ど
増
え
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
他
、
一
九
〇
八

年
の
時
点
で
は
当
選
者
数
が
一
人
だ
っ
た
地
方
の
地
域
も
、
一
九
一

一
年
に
は
増
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
中
で
特
に
変
化
が

あ
っ
た
の
は
長
崎
や
群
馬
で
、
こ
ち
ら
も
大
阪
・
京
都
・
北
海
道
と

同
様
に
二
～
三
％
ほ
ど
増
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
一
九
一
一

年
に
東
京
の
割
合
を
減
ら
し
、
代
わ
り
に
大
阪
・
京
都
・
北
海
道
な

ど
の
割
合
が
増
え
、
さ
ら
に
は
他
の
府
県
も
少
し
ず
つ
増
加
し
た
こ

と
が
分
か
る
。
そ
し
て
一
九
一
二
年
に
大
阪
・
京
都
・
北
海
道
の
割

合
が
減
り
、
そ
れ
以
降
の
年
で
は
こ
の
二
府
一
道
に
あ
ま
り
変
化
は

見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
東
京
の
割
合
の
変
化
が
大
き
か
っ

た
一
九
一
四
年
と
一
九
二
五
年
で
は
、
大
阪
・
京
都
・
北
海
道
以
外

の
府
県
の
割
合
が
増
え
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
一
九
二
五
年
で
は
、
そ
れ
ま
で
二
人
と
ご
く
少
数
で
あ
っ

た
府
県
も
、
一
九
二
五
年
に
な
る
と
六
人
や
八
人
に
増
え
、
最
多
の

東
京
と
の
差
が
縮
ま
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
方

の
道
府
県
や
ア
ジ
ア
各
地
に
ま
で
読
者
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
東

京
の
当
選
者
数
が
減
少
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
懸
賞
当
選
者
の
地
域
分
布
を
調
べ
て
み
る
と
、
一

九
〇
八
年
か
ら
一
九
一
一
年
に
か
け
て
総
合
数
が
増
え
た
こ
と
や
、

地
方
に
ま
で
読
者
が
増
え
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。さ
ら
に
は
、

中
国
や
朝
鮮
、
台
湾
や
樺
太
に
ま
で
読
者
が
増
え
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。『

少
女
の
友
』
が
広
が
っ
て
い
っ
た
社
会
的
背
景
と
し
て
、
ゆ
と

り
あ
る
暮
ら
し
に
よ
っ
て
、
少
女
に
教
養
や
娯
楽
を
与
え
る
機
会
が
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増
え
た
こ
と
が
要
因
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
本
田
氏
が
言
及

す
る
よ
う
に
、
明
治
末
期
の
少
女
雑
誌
の
隆
盛
は
高
等
女
学
校
の
増

加
に
大
き
く
影
響
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
少
女

の
友
』
を
購
買
し
て
い
た
少
女
た
ち
は
、
一
二
歳
か
ら
一
七
歳
の
高

等
女
学
校
の
生
徒
ば
か
り
で
は
な
く
、
六
歳
か
ら
一
二
歳
の
尋
常
小

学
校
の
生
徒
達
、
そ
し
て
学
校
に
通
っ
て
い
な
い
子
ど
も
た
ち
も
購

買
し
て
い
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
で
確
認
で
き
る
資
料
で
、
一
九
〇
九
年

二
巻
五
号
ま
で
の
資
料
に
は
、
懸
賞
当
選
者
欄
に
は
読
者
の
年
齢
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
年
齢
を
調
べ
て
み
る
と
、
最
年
少
で

七
歳
、
最
年
長
で
一
八
歳
の
読
者
が
確
認
で
き
た
。
二
巻
一
号
の
懸

賞
当
選
者
欄
で
は
、
一
三
歳
、
一
二
歳
、
一
一
歳
の
順
で
一
二
歳
以

上
の
年
齢
が
全
体
の
六
七
％
、
一
一
歳
以
下
が
三
三
％
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
一
九
〇
〇
年
代
後
半
の
『
少
女
の
友
』
読

者
の
年
齢
層
は
か
な
り
低
く
、
小
学
校
高
学
年
か
ら
高
等
女
学
校
の

低
学
年
に
あ
た
る
年
齢
層
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、『
少
女
の
友
』
の
読
者
が
増
え
た
要
因
と
し
て
、

高
等
女
学
校
の
増
加
に
加
え
、
一
九
〇
〇
年
の
小
学
校
令
改
正
以
降

に
小
学
校
の
基
準
化
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
識
字
率
が
向
上
し
た（

（
（

こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
男
子
で
も
読
ん
で
い
い
か
と
い
う
質

問
や
、
教
師
で
も
投
書
し
て
も
良
い
か
と
い
う
質
問
も
記
載
さ
れ
て

い
る
の
で
、
ご
く
少
数
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
男
子
や
大
人

も
愛
読
者
と
し
て
『
少
女
の
友
』
を
購
買
し
て
い
た
こ
と
を
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章　

通
信
の
宛
先
と
内
容
に
つ
い
て

一
巻
三
号
以
降
、「
私
は
当
誌
の
愛
読
者
で
す
。
皆
様
ご
交
際
を

お
願
い
し
ま
す
。」
と
い
っ
た
内
容
の
投
書
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
愛

読
者
た
ち
の
名
前
が
列
挙
さ
れ
た
コ
ー
ナ
ー
が
毎
号
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
創
刊
初
期
の
懸
賞
当
選
者
・
通
信
欄
・
作
文
・
俳
句
・

和
歌
な
ど
の
投
書
欄
に
は
、
読
者
た
ち
の
年
齢
及
び
細
か
な
住
所
ま

で
も
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
読
者
た
ち
は
こ
れ
ら
の
投
書
欄
に
掲
載

さ
れ
た
名
前
の
中
か
ら
交
際
す
る
相
手
を
選
び
、
そ
の
相
手
に
直
接

手
紙
を
送
っ
た
り
、
品
物
を
送
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
た
。
そ
う
い
っ
た
直
接
交
際
が
隆
盛
す
る
中
、

記
者
か
ら
読
者
た
ち
の
直
接
交
際
に
関
す
る
注
意
が
促
さ
れ
た
。

…
他
人
の
処
へ
手
紙
を
や
る
の
に
、
自
分
の
住
所
も
書
い
て
や

ら
な
い
様
な
者
は
、
自
分
か
ら
進
ん
で
交
際
を
も
と
め
る
ほ
ど

の
人
間
で
は
な
い
事
が
わ
か
り
き
っ
て
を
り
ま
す
。
又
、
だ
れ
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で
も
い
ゝ
か
ら
手
紙
を
く
れ
な
ど
ゝ
い
ふ
事
は
、
何
気
な
し
に

言
は
れ
た
事
で
は
あ
ら
う
が
、
よ
く
考
え
て
見
れ
ば
、
実
に
戒

む
べ
き
こ
と
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
こ
の
頃
記
者
の
も
と
へ
、

男
子
で
あ
り
な
が
ら
女
の
名
に
し
て
、
諸
方
の
読
者
へ
い
た
づ

ら
の
手
紙
を
出
し
た
も
の
が
あ
る
と
の
報
知
が
、
ひ
ん
び
ん
と

し
て
や
っ
て
来
ま
す
。
住
所
を
書
い
て
な
い
様
な
の
は
、
勿
論

さ
う
い
ふ
悪
漢
に
違
ひ
あ
り
ま
す
ま
い
が
、
住
所
を
明
記
し
て

あ
る
者
の
中
で
さ
へ
、
さ
う
い
ふ
の
が
大
分
あ
る
と
い
ふ
事
で

す
。
記
者
は
皆
様
に
向
か
っ
て
、
決
し
て
交
際
を
な
さ
る
な
と

は
申
し
ま
せ
ん
。
又
、
手
紙
の
や
り
取
り
は
し
て
い
け
ま
せ
ん

と
も
申
し
ま
せ
ん
。
併
し
世
の
中
に
は
、そ
れ
に
附
け
込
ん
で
、

よ
か
ら
ぬ
戯
れ
を
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
あ
ま
り
馬
鹿

騒
ぎ
を
し
て
、
交
際
の
何
の
と
仰
る
の
は
、
少
し
慎
み
な
す
っ

た
方
が
よ
か
ら
う
と
申
す
の
で
す
。（
一
九
〇
八
年
一
巻
四
号
）

こ
の
よ
う
に
、
直
接
交
際
に
は
危
険
が
伴
っ
て
い
る
た
め
、
派
手

な
交
際
は
慎
ん
だ
方
が
良
い
と
注
意
を
促
し
て
い
る
。
ま
た
、
読
者

同
士
の
物
の
や
り
取
り
に
対
し
て
、
あ
ま
り
有
益
な
事
で
は
な
い
か

ら
慎
ん
だ
方
が
良
い
と
い
う
こ
と
も
記
者
は
述
べ
て
い
る
。
記
者
に

と
っ
て
読
者
た
ち
が
直
接
手
紙
や
物
の
や
り
取
り
を
す
る
こ
と
は
、

記
者
の
関
与
で
き
る
範
囲
を
越
え
て
し
ま
っ
て
お
り
、
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
な
い
ほ
ど
直
接
交
際
が
盛
ん
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
避
け

た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
る
。
ま
た
、
読
者
か
ら
も
直
接
交
際
の

事
情
を
伝
え
る
投
書
が
送
ら
れ
て
き
て
い
る
。

皆
さ
ん
、
随
分
世
の
中
に
は
、
ず
る
い
人
も
あ
れ
ば
あ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
交
際
し
た
い
か
ら
何
か
送
っ
て
く
れ
、

な
ど
ゝ
云
つ
て
来
ま
す
か
ら
、
早
速
送
り
ま
す
と
、
何
の
返
事

も
な
い
ん
で
す
。
よ
く
〳
〵
調
べ
て
み
ま
す
と
、
男
で
あ
り
な

が
ら
女
の
ふ
り
し
て
、
こ
ん
な
事
す
る
ん
だ
さ
う
で
す
。
皆
様

お
気
を
お
付
け
な
さ
い
ま
せ
。（
一
九
〇
八
年
一
巻
五
号
）

久
子
さ
ん
は
、
毎
月
、
あ
ら
ゆ
る
少
女
雑
誌
を
読
ん
で
ゐ
ら
つ

し
や
い
ま
す
。
或
時
、
誌
上
に
、
数
知
れ
な
い
交
際
希
望
者
の

御
名
前
が
載
つ
て
ゐ
る
の
を
御
覧
に
な
つ
て
、
ふ
と
、
好
奇
心

に
か
ら
れ
、
其
中
の
優
し
い
お
名
の
方
へ
交
際
を
申
込
み
ま
し

た
。
間
も
な
く
、
綺
麗
な
絵
端
書
で
、
御
丁
寧
な
、
し
か
も
美

し
い
手
跡
で
、嬉
し
い
お
便
り
が
あ
り
ま
し
た
。
久
子
さ
ん
は
、

も
う
、嬉
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
今
度
は
、沢
山
の
方
へ
一
々

手
紙
を
出
し
ま
し
た
。
其
後
は
、
絶
え
ず
、
多
く
の
諸
嬢
か
ら

手
紙
が
来
ま
す
の
で
、
始
め
の
様
な
真
情
の
こ
も
つ
た
お
返
事

を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。『
交
際
者
が
多
い
の
で
、つ
い
、

お
返
事
が
遅
れ
ま
し
て
…
…
い
つ
も
な
が
ら
の
乱
筆
乱
文
…
』
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な
ど
と
、
終
始
書
い
て
ゐ
ら
つ
し
や
い
ま
す
。
か
う
し
て
、
沢

山
な
お
返
事
を
出
し
た
後
は
、
も
う
、
が
つ
か
り
。
大
切
な
復

習
を
な
さ
る
勇
気
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
絵
端
書
の
交

換
や
、
お
写
真
の
交
換
や
、
其
他
色
々
に
お
つ
か
ひ
に
な
る
お

金
も
随
分
で
あ
り
ま
す
。
お
両
親
様
の
度
々
の
お
注
意
も
お
き

き
な
さ
い
ま
せ
ん
。
記
者
様
こ
の
久
子
さ
ん
は
、
交
際
の
度
を

過
し
た
の
で
せ
う
か
、
そ
れ
と
も
、
交
際
の
道
を
誤
つ
た
の
で

せ
う
か
。（
一
九
〇
八
年
一
巻
十
号
）

直
接
交
際
が
危
険
を
伴
っ
た
り
、
否
定
的
な
側
面
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
盛
ん
に
行
わ
れ
た
の
は
、『
少
女
の
友
』
で
は
個
人
宛
の

投
書
が
誌
上
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
が
大

き
な
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
創
刊
初
期
の
通
信
欄
の
ほ
と
ん
ど

は
記
者
に
宛
て
た
も
の
、
ま
た
は
記
者
や
読
者
全
体
に
宛
て
た
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
比
べ
て
少
数
で
あ
る
が
、
自
分
と
同
じ
居
住
地

域
の
読
者
へ
投
書
を
催
促
す
る
な
ど
の
、
特
定
の
地
域
に
向
け
た
投

稿
が
み
ら
れ
た
。
個
人
読
者
に
向
け
た
投
書
は
記
者
に
よ
っ
て
没
書

と
さ
れ
、
基
本
的
に
雑
誌
に
載
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
個
人
読
者
宛

て
の
投
書
で
掲
載
さ
れ
た
特
別
な
例
と
し
て
は
、
読
者
の
作
文
や
和

歌
に
対
す
る
感
想
を
綴
っ
た
も
の
が
掲
載
さ
れ
た
。
し
か
し
住
所
を

教
え
て
欲
し
い
と
い
っ
た
内
容
の
も
の
や
、
手
紙
を
送
っ
て
欲
し
い

と
い
っ
た
も
の
は
掲
載
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

特
定
の
人
物
に
宛
て
た
私
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
最
初
に
登
場
す
る

の
は
明
治
中
期
の
少
年
誌
で
あ
る
。
一
八
九
五
年
か
ら
一
九
三
三
年

に
発
行
さ
れ
て
い
た
『
少
年
世
界
』
で
は
、
投
稿
欄
で
優
秀
な
成
績

を
修
め
た
者
へ
の
賛
辞
や
文
通
を
求
め
る
手
紙
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て

い
る（

（
（

。
し
か
し
明
治
中
期
に
創
刊
さ
れ
た
『
日
本
之
女
学
』『
家
庭

雑
誌
』
な
ど
の
婦
人
誌
に
お
い
て
は
、
文
芸
投
稿
欄
や
編
集
者
へ
の

質
問
は
あ
っ
た
も
の
の
、
個
人
読
者
間
の
自
由
な
や
り
取
り
を
可
能

に
す
る
よ
う
な
投
書
欄
は
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
一
九
〇
一
年

創
刊
の
『
女
学
世
界
』
に
も
創
刊
当
初
か
ら
読
者
欄
が
あ
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、「
誌
友
倶
楽
部
」
と
い
う
名
の
読
者
交
流
を
目
的
と
し

た
投
稿
欄
が
登
場
し
、
一
九
一
〇
年
頃
よ
り
読
者
同
士
の
交
流
が
活

発
化
し
て
い
っ
た（

（
（

。
同
様
に
『
少
女
の
友
』
で
も
読
者
同
士
で
自
由

に
誌
上
交
際
で
き
る
場
を
求
め
て
お
り
、
記
者
へ
要
望
す
る
投
書
が

多
く
み
ら
れ
た
。

愛
読
者
が
お
互
い
に
通
信
の
出
来
る
談
話
室
を
設
け
て
く
だ
さ

い
。

→
（
記
者
言
ふ
）
一
人
と
一
人
と
の
お
話
を
、
多
数
の
人
の
見

る
雑
誌
の
上
へ
載
せ
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
。
其
代
り
に
口
に
出

し
て
言
ふ
人
は
一
人
で
も
、
多
く
の
人
が
矢
張
さ
う
思
ひ
さ
う
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な
事
柄
な
ら
ば
、何
で
も
載
せ
ま
す
。（
一
九
〇
八
年
一
巻
四
号
）

談
話
室
を
設
け
て
く
れ
と
の
聲
が
大
分
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
其
談
話
室
へ
は
い
り
さ
う
な
原
稿
も
三
つ
四
つ
送
っ
て

来
ま
し
た
。
そ
の
原
稿
と
い
ふ
の
は
『
誰
々
様
お
手
紙
有
り
難

う
、
あ
な
た
の
住
所
を
知
ら
し
て
下
さ
い
な
』
と
か
或
は
『
ど

な
た
で
も
い
ゝ
か
ら
お
手
紙
を
下
さ
い
な
、
き
っ
と
返
事
を
あ

げ
ま
す
か
ら
』
と
い
ふ
事
ば
か
り
で
す
。
前
に
も
申
し
ま
し
た

通
り
、
誰
が
読
ん
で
も
わ
か
る
し
、
又
多
少
の
面
白
味
が
あ
る

も
の
な
ら
ば
、
本
誌
は
何
で
も
載
せ
る
つ
も
り
で
す
。
但
し

『
誰
々
様
住
所
を
知
ら
し
で
下
さ
い
な
』
と
か
い
ふ
様
な
事
は
、

他
の
雑
誌
で
は
載
せ
て
ゐ
る
か
も
知
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
『
少

女
の
友
』
で
は
御
こ
と
わ
り
申
し
ま
す
。・
・
・（
一
九
〇
八
年

一
巻
四
号
通
信
）

こ
の
よ
う
に
『
少
女
の
友
』
で
も
一
九
〇
八
年
に
は
誌
上
交
際
で

き
る
場
を
希
望
す
る
声
が
多
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
は
少
女
向

け
雑
誌
で
の
誌
上
交
際
は
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
少
女
た
ち

は
誌
上
交
際
が
盛
ん
で
あ
っ
た
少
年
向
け
雑
誌
を
真
似
て
、
誌
上
交

際
す
る
場
を
要
求
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
読
者
の
要
望

か
ら
、一
九
〇
八
年
一
巻
六
号
で
「
談
話
倶
楽
部
」
と
い
う
名
の
コ
ー

ナ
ー
が
開
設
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
コ
ー
ナ
ー
は
「
記
者
、寄
稿
家
、

読
者
が
、
気
安
く
談
笑
し
得
る
場
所
で
す
。
遠
慮
の
い
ら
な
い
極
く

内
々
の
話
を
為
し
得
る
場
所
で
す
。」
と
謳
い
な
が
ら
も
、
実
際
は

読
者
や
記
者
が
課
題
に
沿
っ
て
作
っ
た
作
文
を
掲
載
す
る
コ
ー
ナ
ー

で
あ
っ
た
た
め
、
読
者
た
ち
が
求
め
て
い
た
自
由
に
読
者
同
士
が
誌

上
交
際
で
き
る
場
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

談
話
倶
楽
部
は
課
題
の
外
自
由
に
話
の
出
来
る
様
に
し
て
下
さ

い
。

→
（
答
）
そ
の
自
由
の
お
話
は
、
ど
し
〴
〵
通
信
へ
お
出
し
下

さ
い
。（
一
九
〇
八
年
一
巻
八
号
）

記
者
に
よ
っ
て
誌
上
交
際
を
阻
止
さ
れ
続
け
た
が
、
読
者
た
ち
に

よ
る
他
の
愛
読
者
へ
の
興
味
は
尽
き
な
か
っ
た
。
直
接
交
際
で
の
顔

の
見
え
な
い
交
際
だ
け
で
は
満
足
せ
ず
、
愛
読
者
た
ち
の
顔
写
真
を

掲
載
し
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
記
者
は
そ
れ

に
応
え
て
「
本
誌
愛
読
者
」
と
い
う
か
た
ち
で
写
真
を
紹
介
し
、
読

者
た
ち
の
写
真
を
さ
ら
に
多
く
投
稿
す
る
よ
う
促
し
た
。
ま
た
、
愛

読
者
大
会
を
開
い
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
も
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
一

九
〇
九
年
四
月
に
初
の
少
女
の
友
愛
読
者
大
会
が
東
京
で
開
か
れ
、

そ
の
翌
月
に
も
京
都
で
大
会
が
開
か
れ
た
。
さ
ら
に
、
地
方
な
ど
の

愛
読
者
大
会
が
行
わ
れ
な
い
地
域
で
は
、
読
者
が
主
催
と
な
っ
て
参

加
者
を
募
り
、愛
読
者
会
を
開
い
て
読
者
同
士
の
交
流
を
楽
し
ん
だ
。
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名
古
屋
市
愛
読
者
の
皆
さ
ん
に
申
上
げ
ま
す
。
今
度
当
地
に
少

女
の
友
愛
読
者
大
会
を
開
か
う
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
お
賛

成
下
さ
い
ま
す
な
ら
、
誠
に
差
出
が
ま
し
く
存
じ
ま
す
が
、
ど

う
か
私
の
所
へ
入
ら
し
つ
て
下
さ
い
ま
せ
ん
か
。
集
つ
て
御
相

談
い
た
し
ま
せ
う
。（
一
九
〇
九
年
二
巻
四
号
）

金
沢
の
愛
読
者
の
皆
さ
ん
。
今
度
『
少
女
の
友
』
愛
読
者
会
を

開
き
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
御
同
意
の
御
方
は
ど
う
ぞ
お
力
を
お

協
せ
下
さ
い
ま
せ
ん
か
。（
一
九
〇
九
年
二
巻
五
号
）

一
九
〇
九
年
二
巻
四
号
か
ら
つ
い
に
、
読
者
が
待
望
し
て
い
た
自

由
に
誌
上
交
際
で
き
る
読
者
同
士
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
が
通
信
欄
の
中

に
設
け
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
個
人
間
で
の
私
的
な
通
信
が
多
く
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
表
②
は
読
者
同
士
が
設
け
ら
れ
た
一
九
〇
九
年
二

巻
四
号
か
ら
、
廃
止
さ
れ
る
前
の
一
九
一
一
年
四
巻
十
三
号
の
通
信

欄
に
寄
せ
ら
れ
た
投
書
を
宛
先
別
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

表
か
ら
は
、
一
九
一
一
年
四
巻
五
号
で
個
人
宛
の
投
書
が
大
き
く
増

え
た
と
同
時
に
、
特
定
団
体
へ
の
投
書
の
数
も
増
え
た
こ
と
が
分
か

る
。
個
人
宛
の
投
書
の
内
容
と
し
て
は
、
二
巻
五
号
ま
で
の
も
の
は

読
者
が
作
っ
た
作
文
や
和
歌
、
俳
句
に
対
す
る
感
想
が
多
か
っ
た
。

そ
れ
以
外
の
内
容
で
は
、
交
際
の
申
込
み
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
個
人
宛
の
総
数
は
二
巻
四
号
で
は
六
件
、
次
号
で
は
一

一
件
と
か
な
り
少
な
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
少
な
い
件
数
で

あ
っ
た
の
は
、
読
者
同
士
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
る
と
い
う

事
前
予
告
が
無
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、

少
女
雑
誌
で
の
誌
上
交
際
は
ま
だ
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
は
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
少
女
た
ち
は
誌
上
交
際
に
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

表②
宛 先 2巻4号 ２巻５号 ４巻５号 ４巻８号 ４巻13号

愛読者 新71 新59

新79
以前から

38
一巻から

14

新52 新77

季節の
挨拶

２ ３ ５ 25 43

その他
全体へ

１ １ １ １

記者宛て

６
［内４件
水裏先生
の病気を
心配する
投書］

３ ９

82
［内68件
小葉先生
の父への
悔やみ
状］

44
［内16件
水裏先生
全快おめ
でとう］

個人宛 ６ 11 109 88 90
特定の
団体へ

１ １ 16 16 ７
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が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
一
九
一
一
年
四
巻
五
号
で
個
人
宛
と
特
定

団
体
宛
て
の
投
書
が
増
え
た
理
由
と
し
て
は
、
愛
読
者
大
会
が
各
地

で
行
わ
れ
、
そ
こ
で
読
者
同
士
の
交
流
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
特
定
の
団
体
宛
て
の
投
書
の
内
容
と
し
て
は
、
自
身
の

住
む
地
域
の
読
者
に
愛
読
者
大
会
を
開
こ
う
と
呼
び
か
け
る
も
の

や
、
愛
読
者
大
会
の
幹
事
へ
の
感
謝
を
伝
え
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

そ
し
て
表
③
は
特
に
個
人
宛
の
投
書
数
が
多
か
っ
た
四
巻
五
号
・

八
号
・
一
三
号
の
内
容
を
順
位
付
け
し
た
も
の
で
あ
る
。
五
号
で
は

懐
か
し
さ
や
変
わ
り
は
な
い
か
と
、
同
郷
の
読
者
に
対
し
て
募
る
思

い
を
伝
え
て
い
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
号
数
が
進
む

に
つ
れ
て
減
っ
て
い
き
、
代
わ
り
に
「
～
さ
ん
で
し
ょ
う
？
」
と
他

の
読
者
の
本
名
を
当
て
る
投
書
が
増
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
内
容

の
投
書
や
、
反
対
に
「
私
を
ご
存
じ
？
」
と
自
分
が
誰
で
あ
る
の
か

当
て
さ
せ
る
投
書
の
多
く
は
、
同
郷
や
同
じ
学
校
に
通
う
も
の
、
ま

た
は
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
な
ど
、
か
つ
て
の
知
り
合
い
や
今
住
ん
で
い
る

地
域
が
同
じ
者
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
少

女
た
ち
は
遠
く
ま
で
交
際
圏
を
広
げ
よ
う
と
す
る
よ
り
も
、
身
近
に

い
る
者
た
ち
と
の
交
流
を
誌
上
で
楽
し
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

し
か
し
、
早
く
も
一
九
一
二
年
五
巻
一
号
で
読
者
同
士
と
い
う

コ
ー
ナ
ー
は
廃
止
さ
れ
て
し
ま
う
。

私
共
が
、
女
学
校
や
小
学
校
へ
参
り
ま
し
て
「
少
女
雑
誌
に
就

て
の
御
希
望
を
伺
ひ
た
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
申
し
上
げ
る
と「
先

表③
４巻５号 ４巻８号 ４巻 13 号

第１位 おなつかしい・
お慕わしい・
お変わりない？
32 件

おなつかしい・
お慕わしい・
お変わりない？
17 件

～さんでしょう？
本名・住所教えて
17 件

第２位 ～さんでしょう？
本名・住所教えて
10 件

お便りがない・
御投書遊ばせ
16 件

個人間でしか
分からない内容
13 件

第３位 お便り・お尋ね
ありがとう
10 件

～さんでしょう？
本名・住所教えて
13 件

おなつかしい・
お慕わしい・
お変わりない？
11 件

第４位 個人間でしか
分からない内容
８件

個人間でしか
分からない内容
13 件

お便りがない・
御投書遊ばせ
10 件

第５位 私をご存じ？・
私は～です
８件

私をご存じ？・
私は～です
10 件

私をご存じ？・
私は～です
10 件

第６位 ご無沙汰
ごめんなさい
７件

お便り・お尋ね
ありがとう
５件

お便り・お尋ね
ありがとう
10 件
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づ
通
信
欄
に
あ
る
読
者
同
士
の
交
際
を
お
止
め
下
さ
い
」
と
い

ふ
お
答
え
が
、
き
ま
っ
た
や
う
に
、
先
生
方
の
お
口
か
ら
で
る

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
…
或
い
は
父
兄
諸
氏
の
門
を
叩
き
、
或
い

は
教
育
家
諸
氏
の
教
を
仰
ぎ
、
深
慮
熱
議
を
重
ね
る
こ
と
殆
ど

半
歳
、
遂
に
涙
を
揮
っ
て
斯
欄
を
廃
す
る
事
に
決
し
ま
し
た
の

で
す
。（
一
九
一
二
年
五
巻
一
号
）

こ
の
よ
う
に
学
校
の
教
師
や
父
兄
が
誌
上
交
際
を
禁
止
す
る
よ
う

請
求
し
た
理
由
は
、
顔
の
見
え
な
い
者
同
士
で
の
交
際
を
完
全
に
封

じ
る
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
直
接

交
際
で
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
で
あ
っ
た
り
、
金
銭
支
出
の
問
題

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
誌
上
交
際
は

少
女
た
ち
が
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使
っ
て
教
師
や
親
の
目
の
届
か
な
い
と

こ
ろ
で
の
交
際
を
可
能
と
す
る
の
で
、
大
人
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
及

ば
な
い
と
こ
ろ
で
交
際
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
大
き
な
要
因
と

な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

読
者
同
士
コ
ー
ナ
ー
廃
止
以
降
、
個
人
読
者
間
の
通
信
は
無
く

な
っ
た
が
、
そ
の
ま
ま
通
信
欄
が
廃
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
な

か
っ
た
。
個
人
読
者
間
の
通
信
の
代
わ
り
に
、
記
者
と
の
通
信
が
隆

盛
を
見
せ
る
こ
と
と
な
る
。
創
刊
当
初
の
記
者
宛
て
の
通
信
の
多
く

は
投
書
に
関
す
る
質
問
や
、
前
号
掲
載
の
小
説
に
対
す
る
感
想
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
の
投
書
の
ほ
と
ん
ど
は
、感
想
で
は「
～

先
生
の
小
説
は
」
と
呼
び
か
け
る
も
の
が
多
い
が
、
質
問
や
そ
の
他

で
は
「
記
者
様
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
も
の
が
多
く
、
読
者
と
記
者

と
の
間
に
は
、
た
だ
雑
誌
を
購
買
し
て
作
文
や
和
歌
を
投
書
し
て
く

れ
る
読
者
、
雑
誌
を
編
集
し
て
く
れ
る
記
者
と
い
っ
た
よ
う
に
そ
れ

以
外
の
関
係
性
は
見
出
せ
な
い
。
し
か
し
談
話
倶
楽
部
が
設
け
ら
れ

て
以
降
、
読
者
と
記
者
と
の
間
に
変
化
が
生
ま
れ
て
い
く
。
一
巻
六

号
の
談
話
倶
楽
部
の
開
設
時
に
、
記
者
の
一
人
で
あ
る
石
塚
月
亭
が

投
稿
し
た
作
文
に
対
し
て
、
多
く
の
読
者
が
好
感
を
持
っ
た
反
応
を

み
せ
て
い
る
。

私
は
坊
ち
ゃ
ん
で
す
。
私
は
、お
姉
さ
ん
が
大
好
き
だ
け
れ
ど
、

私
に
は
一
人
も
お
姉
さ
ん
が
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
お
姉
さ

ん
が
ほ
し
く
て
、
ほ
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
、
私
の

お
姉
さ
ん
に
な
っ
て
下
さ
い
な
。
そ
し
て
、
私
を
可
愛
が
っ
て

頂
戴
な
。・
・
・（
一
九
〇
八
年
一
巻
六
号
談
話
倶
楽
部
「
私
は

坊
ち
ゃ
ん
で
す
。
石
塚
月
亭
」）

▲
月
亭
先
生
、
あ
な
た
は
お
姉
さ
ん
が
ほ
し
い
と
仰
し
や
い
ま

し
た
ね
。
私
そ
の
お
姉
さ
ん
に
な
り
ま
せ
う
。
私
活
発
な
坊
ち

や
ん
が
大
好
き
で
す
よ
。
だ
け
ど
う
ち
に
は
坊
ち
や
ん
が
な
い

ん
で
す
も
の
。
先
生
、
ほ
ん
と
に
姉
さ
ん
に
し
て
頂
戴
な
。
だ
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け
ど
お
姉
さ
ん
が
小
さ
く
て
、
坊
ち
や
ん
が
大
き
く
て
、
そ
し

て
お
髭
を
は
や
し
て
ゐ
ち
や
お
か
し
い
わ
ね
。

▲
月
亭
先
生
は
坊
ち
や
ん
で
す
つ
て
、
私
も
姉
さ
ん
に
な
つ
て

可
愛
が
つ
て
あ
げ
ま
せ
う
。
そ
し
て
母
様
に
貰
つ
た
お
菓
子
は

皆
あ
げ
ま
せ
う
。
併
し
坊
ち
や
ん
、
だ
ゞ
を
こ
ね
て
は
、
い
や

で
す
よ
。（
一
九
〇
八
年
一
巻
七
号
）

翌
号
の
談
話
倶
楽
部
で
も
、
読
者
か
ら
の
作
文
一
一
本
中
四
本
が

月
亭
坊
ち
ゃ
ん
と
呼
び
か
け
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
初
め

て
記
者
を
あ
だ
名
で
呼
ぶ
様
子
が
み
ら
れ
た
。
さ
ら
に
一
九
〇
九
年

の
通
信
欄
で
は
他
の
記
者
の
こ
と
も
「
記
者
様
」
で
は
な
く
、「
～

先
生
」
と
呼
ぶ
姿
が
多
く
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
通
信
の
内
容
は
感
想

以
外
に
も
、
記
者
自
身
に
つ
い
て
の
質
問
や
、『
少
女
の
友
』
と
は

全
く
関
係
の
な
い
内
容
の
も
の
が
だ
ん
だ
ん
と
増
え
て
い
っ
た
。

本
誌
の
記
者
様
方
は
、
お
揃
ひ
で
水
が
お
好
き
で
ゐ
ら
つ
し
や

い
ま
す
の
ね
。
水
裏
先
生
、
素
水
先
生
、
草
水
先
生
、
峽
水
先

生
、
そ
れ
か
ら
湘
雨
先
生
も
や
は
り
水
に
御
縁
が
お
あ
り
で
ゐ

ら
つ
し
や
い
ま
す
ね
。
そ
れ
で
す
の
に
、
月
亭
先
生
ば
か
り
は

ど
う
あ
そ
ば
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
か
。（
一
九
〇
九
年
二

巻
五
号
）

記
者
様
並
に
皆
々
様
、
御
機
嫌
よ
ろ
し
う
ご
ざ
い
ま
す
か
。
四

月
に
は
私
の
町
の
お
祭
り
で
、
花
火
が
沢
山
あ
が
り
ま
す
。
そ

れ
は
さ
う
と
、
水
裏
先
生
は
桃
の
花
が
大
変
お
好
き
だ
さ
う
で

す
ね
。
私
の
家
に
は
沢
山
あ
り
ま
す
か
ら
お
送
り
い
た
し
ま
せ

う
か
。
さ
よ
な
ら
。（
一
九
〇
九
年
二
巻
五
号
）

一
九
一
一
年
の
通
信
欄
で
は
、
記
者
が
読
者
の
投
書
に
一
言
コ
メ

ン
ト
を
添
え
る
よ
う
に
な
り
、「
先
生
当
地
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ

い
」「
先
生
を
お
見
掛
け
し
ま
し
た
」
と
い
っ
た
よ
う
な
感
想
以
外

の
投
書
が
さ
ら
に
増
え
た
。
一
九
一
二
年
の
通
信
欄
で
は
、
記
者
に

冗
談
を
言
っ
た
り
、
記
者
が
悪
口
屋
・
忠
告
屋
・
差
出
屋
な
ど
の
ペ

ン
ネ
ー
ム
を
使
っ
て
コ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
も
あ
り
、
ユ
ー
モ
ア
溢
れ

る
通
信
欄
と
な
っ
て
い
る
。

水
裏
先
生
、
大
変
な
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
、
私
が
内
証
で
数

へ
る
か
ら
誰
に
も
い
は
な
い
で
ね
え
ア
ノ
ー
佐
賀
の
皆
様
が
、

先
生
が
一
度
も
い
ら
つ
し
や
ら
な
い
か
ら
、
一
つ
こ
ち
ら
で
も

水
裏
先
生
征
伐
隊
を
組
織
し
よ
う
と
相
談
が
定
つ
て
を
り
ま
す

の
。
こ
の
征
伐
隊
の
侵
入
し
な
い
前
に
、
早
く
い
ら
つ
し
や
い

な
、
先
は
先
生
の
お
体
の
危
険
を
慮
り
、
取
り
い
そ
ぎ
お
知
ら

せ
ま
で

→
ヤ
ー
こ
れ
は
ま
た
飛
ん
だ
お
知
ら
せ
、
も
う
と
て
も
生
命
覚

束
な
い
わ
い
（
水
裏
）（
一
九
一
二
年
五
巻
十
号
）
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峽
水
先
生
、
あ
な
た
、
随
分
肥
つ
て
い
ら
つ
し
や
る
の
ね
え
、

私
の
母
さ
ん
は
ま
だ
〳
〵
肥
つ
て
ゐ
ま
す
よ
。
比
べ
つ
こ
し
て

ご
ら
ん
な
さ
い
な
。

→
負
け
る
と
恥
か
し
い
か
ら
い
や
（
峽
水
）（
一
九
一
二
年
五

巻
十
号
）

水
裏
先
生
は
、
犬
が
お
嫌
ひ
で
す
か
、
日
本
少
年
に
も
出
て
ゐ

ま
す
し
、
ず
つ
と
前
の
実
業
之
日
本
に
も
見
え
ま
す
が

→
嫌
ひ
ど
こ
ろ
か
好
き
で
〳
〵
寝
言
で
も
犬
の
事
ば
か
り
で
す

よ
（
悪
口
屋
）（
一
九
一
二
年
五
巻
十
号
）

こ
の
よ
う
に
読
者
と
記
者
の
関
係
性
が
縮
ま
っ
て
い
る
様
子
が
伺

え
る
。
読
者
が
記
者
に
甘
え
る
よ
う
な
通
信
が
増
え
た
要
因
は
、
各

地
で
行
わ
れ
る
愛
読
者
大
会
や
談
話
倶
楽
部
で
掲
載
さ
れ
る
記
者
の

作
文
が
大
き
い
と
考
え
る
。
愛
読
者
大
会
で
実
際
に
記
者
の
姿
を
見

る
と
い
う
経
験
や
、
談
話
倶
楽
部
の
作
文
で
記
者
一
人
一
人
に
つ
い

て
知
る
機
会
が
増
え
、
読
者
に
と
っ
て
記
者
は
よ
り
親
し
い
存
在
へ

と
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

読
者
と
記
者
間
で
の
通
信
は
ま
す
ま
す
隆
盛
を
極
め
、
一
九
一
三

年
六
巻
一
四
号
で
は
没
書
に
な
る
人
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
没
書

病
室
な
る
も
の
が
設
置
さ
れ
た
。

先
生
、
お
願
ひ
が
あ
り
ま
す
の
。
少
女
の
友
の
愛
読
者
が
だ
ん

〴
〵
ふ
え
て
ゆ
く
の
で
、
投
書
熱
や
投
書
病
も
従
つ
て
ふ
え
て

行
く
で
せ
う
と
思
ひ
ま
す
そ
れ
で
す
か
ら
、
こ
の
通
信
学
校
の

中
に
病
室
を
こ
さ
へ
て
下
さ
い
な
。

→
こ
れ
は
な
る
ほ
ど
い
ゝ
お
思
ひ
付
き
で
し
た
ね
え
。
早
速
来

月
号
か
ら
先
ず
没
書
病
の
患
者
室
を
設
け
ま
せ
う
。
次
に
其
の

院
規
を
定
め
ま
す
か
ら
よ
う
く
御
覧
下
さ
い
。

一
、
二
度
以
上
没
書
し
て
こ
れ
ま
で
い
つ
も
没
書
に
な
つ
て
ゐ

る
人
は
、
其
府
県
名
と
姓
名
と
を
記
し
て
通
信
欄
へ
申
込
む
べ

し
。

二
、
書
き
方
は
通
信
文
と
同
じ
く
、
私
儀
没
書
病
患
者
に
候
間

御
入
院
お
許
し
下
さ
れ
度
候
、
と
書
く
べ
し
。

右
の
通
り
お
申
込
み
に
な
ら
な
い
方
は
、
す
べ
て
没
書
病
に

か
ゝ
ら
な
い
人
と
認
め
ま
す
よ
。（
記
者
）（
一
九
一
三
年
六
巻

一
三
号
）

翌
号
に
は
八
八
名
も
の
入
院
患
者
の
名
前
が
列
挙
さ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
そ
の
翌
号
の
没
書
病
室
で
は
、「
先
生
私
の
病
気
は
ど
こ
が

悪
い
の
」「
な
か
な
か
治
り
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
っ
た
、ご
っ

こ
遊
び
に
近
い
よ
う
な
通
信
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
一
九
一

四
年
七
巻
一
一
号
あ
た
り
か
ら
戦
争
色
が
強
く
な
っ
て
い
る
が
、
通

信
の
内
容
は
以
前
と
は
変
わ
ら
ず
、『
少
女
の
友
』
と
は
全
く
関
係
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の
な
い
内
容
の
も
の
や
記
者
に
甘
え
た
よ
う
な
文
面
が
多
か
っ
た
。

戦
時
下
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
内
容
が
多
か
っ
た
の
は
、
現
実
を

逃
避
し
た
い
と
い
う
思
い
や
、
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
通
信
欄
と
い

う
場
所
に
安
心
感
を
覚
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
実
際

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
小
説
を
も
っ
と
明
る
い
内
容
の
も
の
に
し
て
欲

し
い
と
い
う
読
者
か
ら
の
要
望
も
あ
っ
た
。

こ
こ
ま
で
創
刊
一
九
〇
八
年
か
ら
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
お
け
る

通
信
欄
の
隆
盛
を
み
て
き
た
が
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
盛
り
上
が

り
が
あ
っ
た
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。
ま
ず
一
つ
目
の
盛
り
上
が
り

は
一
九
一
一
年
の
誌
上
交
際
が
行
わ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
そ
し

て
二
つ
目
は
一
九
一
三
年
の
読
者
と
記
者
間
で
通
信
が
行
わ
れ
た
時

期
で
あ
る
。
一
方
は
読
者
同
士
、
も
う
一
方
は
読
者
と
記
者
と
、
宛

先
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
誌
上
交
際
の
相
手
は
実
は
顔
見
知
り

と
い
う
こ
と
が
多
か
っ
た
り
、
記
者
も
愛
読
者
大
会
や
談
話
倶
楽
部

で
よ
く
知
っ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
危
険
を
冒
し
て

で
も
交
際
圏
を
広
げ
る
と
い
う
よ
り
も
、
身
近
な
存
在
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
思
い
が
強
か
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

第
三
章　

少
女
像
の
表
れ

創
刊
初
期
に
お
い
て
、
記
者
の
少
女
像
が
明
白
に
表
れ
て
い
る
記

事
が
度
々
掲
載
さ
れ
た
。

か
れ
も
い
け
な
い
、
こ
れ
も
い
け
な
い
と
言
っ
て
、
記
者
は
読

者
を
ど
う
す
る
つ
も
り
か
と
、
問
ふ
人
な
ら
ば
斯
う
答
へ
ま
せ

う
。
記
者
は
皆
様
を
、
心
の
美
し
い
少
女
に
し
た
い
の
で
す
。

行
の
正
し
い
少
女
に
し
た
い
の
で
す
。
常
に
愉
快
に
満
ち
て
い

る
、
優
し
い
心
掛
け
の
少
女
に
し
た
い
の
で
す
。
女
は
須
ら
く

女
ら
し
く
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
女
が
男
の
ま
ね
を
し
た
っ

て
、
と
う
て
い
男
に
勝
た
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
文
章

を
作
る
た
っ
て
女
ら
し
い
思
ひ
や
り
の
深
い
も
の
、
和
歌
を
よ

む
た
っ
て
女
ら
し
い
優
し
い
も
の
、
俳
句
を
つ
く
る
た
っ
て
女

ら
し
い
美
し
い
も
の
、
と
い
ふ
様
に
、
女
は
ど
こ
ま
で
も
女
ら

し
く
し
て
貰
ひ
た
い
の
で
す
。
記
者
は
、い
か
に
し
た
な
ら
ば
、

此
大
目
的
を
達
す
る
事
が
出
来
る
か
と
、
日
夜
心
を
痛
め
て
い

る
の
で
す
。（
一
九
〇
八
年
一
巻
四
号
）

意
味
も
知
ら
な
い
む
つ
か
し
い
言
葉
を
使
つ
て
喜
ん
だ
り
、
う

は
べ
ば
か
り
飾
つ
て
中
身
の
な
い
美
し
さ
を
誇
つ
た
り
す
る
少

女
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
本
誌
を
読
め
ば
そ
ん
な
少
女
は
な
く
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な
り
ま
す
。
日
本
の
少
女
は
無
邪
気
で
な
け
れ
ば
い
か
ぬ
、
可

愛
ら
し
く
な
け
れ
ば
い
か
ぬ
、
顔
も
心
も
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
し

て
い
な
け
れ
ば
い
か
ぬ
、
と
い
ふ
の
が
本
誌
の
主
義
で
す
。
本

誌
を
読
め
ば
少
女
は
み
ん
な
無
邪
気
に
な
り
ま
す
。
可
愛
ら
し

く
な
り
ま
す
。
顔
も
心
も
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
来
ま
す
。
無

邪
気
と
不
真
面
目
と
は
違
ひ
ま
す
。
不
真
面
目
は
本
誌
の
敵
で

す
。
本
誌
は
ど
こ
ま
で
も
真
面
目
で
す
。（
一
九
一
四
年
七
巻

十
四
号
）

こ
の
よ
う
に
投
書
の
仕
方
や
作
文
を
作
る
時
の
注
意
を
促
す
と
き

に
際
し
て
、
記
者
の
少
女
イ
メ
ー
ジ
が
表
さ
れ
た
記
事
が
併
せ
て
掲

載
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
の

は
、
記
者
が
投
書
の
選
別
に
労
す
る
か
ら
と
い
う
理
由
か
ら
だ
け
で

は
な
く
、
こ
う
い
う
少
女
に
な
っ
て
欲
し
い
と
い
う
強
い
思
い
を
読

者
に
伝
え
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
記
者
が
読
者
に
求
め
て
い
た
も

の
は
「
心
の
美
し
さ
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
い
く
ら
教
養
が
出

来
た
と
し
て
も
、
何
を
す
る
に
し
て
も
、
そ
こ
に
心
の
美
し
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
記
者
は
語
る
。
そ
の
心
の
美
し
さ
こ
そ
少
女
ら
し

さ
で
あ
る
と
。
こ
の
よ
う
な
記
者
の
少
女
像
に
対
し
て
、
少
女
た
ち

は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
次
に

見
て
い
き
た
い
。

前
号
、
読
者
間
の
交
際
に
就
て
の
記
者
様
の
御
教
訓
、
誠
に
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
又
記
者
様
が
私
共
読
者
の
た
め
に
、

か
ほ
ど
迄
に
御
熱
心
に
お
つ
く
し
下
さ
る
か
と
思
ひ
ま
す
と
、

嬉
し
く
て
〳
〵
何
共
御
礼
の
申
し
様
も
御
座
い
ま
せ
ん
。
さ
れ

ば
読
者
諸
嬢
様
方
よ
、
記
者
様
の
こ
の
お
心
尽
し
の
萬
文
一
に

酬
ゆ
る
様
、
又
『
少
女
の
友
』
愛
読
者
の
名
に
恥
づ
か
し
か
ら

ぬ
様
、
慎
み
深
い
、
そ
し
て
や
さ
し
い
美
し
い
心
が
け
の
少
女

と
な
ら
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。（
一
九
〇
八
年
一
巻
五
号
）

も
ち
ろ
ん
記
者
の
意
見
に
反
す
る
よ
う
な
投
書
は
、
記
者
の
判
断

で
没
書
と
な
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。し
か
し
、こ
う
い
っ

た
投
書
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
言
葉
も
「
心
の
美
し
さ
」
で

あ
る
。
ま
た
、
記
者
の
言
葉
を
受
け
取
る
の
は
「
私
達
」
で
あ
る
と

い
う
意
識
や
、
記
者
か
ら
の
言
葉
を
受
け
止
め
た
上
で
さ
ら
に
他
の

読
者
に
呼
び
か
け
る
姿
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
読
者
が
他
の
読

者
に
呼
び
か
け
る
様
子
は
度
々
み
ら
れ
た
。

皆
様
、『
少
女
の
友
』
は
だ
ん
〴
〵
と
立
派
に
な
つ
て
行
き
ま

す
の
ね
。
今
度
か
ら
談
話
倶
楽
部
が
出
来
た
ば
か
り
か
、
な
つ

か
し
い
愛
読
者
諸
嬢
の
お
顔
ま
で
見
ら
れ
る
か
と
思
ひ
ま
す

と
、嬉
し
く
て
な
り
ま
せ
ん
。此
際
私
共
は
益
々
勉
強
し
て
、『
少

女
の
友
』
の
愛
読
者
と
し
て
、
恥
か
し
く
な
い
よ
ー
な
、
美
し
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い
心
の
少
女
に
な
ら
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。（
一
九
〇
八
年

一
巻
七
号
）

私
は
『
少
女
の
友
』
ほ
ど
清
い
、
面
白
い
雑
誌
は
な
い
と
思
ひ

ま
す
。
殊
に
通
信
に
は
、
人
の
悪
口
な
ど
は
少
し
も
な
く
、
み

な
為
に
な
る
こ
と
ば
か
り
あ
る
の
で
す
も
の
、
本
統

（
マ
マ
）に

う
れ
し

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
互
ひ
に
励
み
合
つ
て
、
本
誌
を

盛
ん
に
し
よ
う
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。（
一
九
〇
九
年
二
巻

二
号
）

こ
の
よ
う
に
、
互
い
に
励
み
合
お
う
と
い
う
こ
と
を
呼
び
掛
け
て

い
る
投
書
は
、
投
稿
欄
で
頻
繁
に
賞
を
と
っ
て
い
る
ス
タ
ー
投
稿
家

に
よ
っ
て
投
稿
さ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
互
い
に

励
み
合
い
、『
少
女
の
友
』
と
い
う
雑
誌
を
共
に
盛
り
上
げ
よ
う
と

す
る
意
識
こ
そ
が
、「
少
女
の
友
の
愛
読
者
」
と
い
う
一
つ
の
共
同

体
意
識
へ
と
繋
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ス
タ
ー
投
稿
家
た
ち
を
中
心

に
し
て「
少
女
の
友
の
愛
読
者
」と
い
う
共
同
体
が
成
り
立
っ
て
い
っ

た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
共
同
体
意
識
が
芽
生
え
る

と
、
他
の
少
女
向
け
雑
誌
に
対
し
て
ラ
イ
バ
ル
意
識
が
高
ま
り
だ
し

た
。

皆
様
も
多
分
御
存
じ
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
が
、
九
月
の
少
女
世
界

通
信
欄
に
、
一
少
女
と
し
て
、『
少
女
界
は
厭
ね
、
記
者
様
の

事
を
坊
ち
や
ん
だ
の
、
ヤ
レ
鼻
歌
だ
の
と
、
清
い
少
女
の
い
ふ

言
で
は
な
い
』
と
、
か
う
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
す
る
と
今
度

は
少
女
界
の
読
者
の
方
も
、
十
月
の
通
信
欄
に
、
い
ろ
い
ろ
皆

様
で
少
女
世
界
に
対
し
て
仰
し
や
い
ま
し
た
。
中
に
は
私
少
女

世
界
は
大
嫌
ひ
よ
、
な
ど
ゝ
強
い
事
を
仰
し
や
る
方
も
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
少
女
世
界
の
方
も
別
に
悪
気
が
あ
つ
て
い
つ
た

の
で
は
無
い
で
せ
う
。
け
れ
ど
誰
で
も
自
分
の
愛
読
し
て
居
る

も
の
ほ
ど
好
い
物
は
な
い
と
思
ふ
の
は
同
じ
で
す
か
ら
、
少
女

界
の
読
者
の
方
が
御
立
腹
な
さ
る
の
も
当
然
だ
と
思
ひ
ま
す
。

そ
れ
に
少
女
世
界
の
方
で
も
、
坊
ち
や
ん
と
は
仰
し
や
ら
ぬ
ま

で
も
、
祖
父
様
な
ど
と
仰
し
や
つ
て
居
る
人
さ
へ
あ
る
の
で
す

も
の
。
殊
に
何
方
も
美
し
い
少
女
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
お

互
い
に
つ
ま
ら
ぬ
事
を
い
ひ
合
つ
て
居
る
の
は
他
か
ら
見
て

も
、
余
り
好
い
も
の
で
は
有
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
思
へ
ば
、
わ

が
『
少
女
の
友
』
に
は
、
外
面
ば
か
り
優
し
く
て
、
内
心
に
と

げ
を
持
つ
て
ゐ
る
様
な
方
は
一
人
も
無
く
、
心
か
ら
美
し
い
方

ば
か
り
で
、
通
信
で
も
何
で
も
清
く
て
、
ほ
ん
と
に
嬉
し
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ど
う
思
召
し
ま
す
か
。（
一
九
〇
八
年
一

巻
十
号
）

こ
の
投
書
で
は
、
他
雑
誌
と
『
少
女
の
友
』
を
比
較
す
る
こ
と
に
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よ
っ
て
、『
少
女
の
友
』
が
い
か
に
素
晴
ら
し
い
の
か
と
い
う
こ
と

を
説
い
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
こ
で
も
「
心
の
美
し
さ
」
が
強
調
さ
れ

て
お
り
、
少
女
た
ち
自
身
も
「
心
の
美
し
い
少
女
」
が
あ
る
べ
き
姿

だ
と
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
は
、
読
者
た
ち
に
よ
っ
て
他
雑
誌
で
同
じ
文
を
投
稿
し
た

者
や
、
男
子
で
あ
る
こ
と
を
偽
っ
て
投
稿
す
る
者
を
告
発
す
る
動
き

が
み
ら
れ
た
。

先
達
つ
て
引
越
し
の
時
、
棚
か
ら
出
ま
し
た
絵
葉
書
世
界
の
表

紙
を
見
ま
す
と
、『
女
優
と
入
浴
』
と
い
ふ
所
に
、
本
誌
第
二

巻
一
号
の
俳
句
合
わ
せ
一
等
当
選
に
あ
る
佐
治
君
子
さ
ま
の
と

同
じ
俳
句
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
う
し
た
の
で
せ
う
。

→
他
に
も
こ
れ
と
同
じ
通
知
を
し
て
下
す
つ
た
方
が
あ
り
ま
し

て
、
少
な
か
ら
ず
驚
き
ま
し
た
。
記
者
は
こ
の
清
い
皆
さ
ん
の

中
に
、
一
人
で
も
さ
う
い
ふ
方
が
あ
つ
た
と
い
ふ
こ
と
を
、
深

く
悲
し
み
ま
す
。
佐
治
さ
ん
ど
う
ぞ
心
を
改
め
て
下
さ
い
。（
記

者
）（
一
九
〇
九
年
二
巻
四
号
）

記
者
様
、
本
誌
へ
投
書
な
さ
る
丸
尾
正
子
さ
ん
は
男
子
で
せ
う

か
、
女
子
で
せ
う
か
。
あ
る
雑
誌
に
は
丸
尾
正
と
書
い
て
、
僕

な
ぞ
と
書
い
て
あ
り
ま
す
の
よ
。
又
、
正
子
さ
ん
の
お
友
達
ら

し
い
方
か
、
正
子
さ
ん
の
こ
と
を
丸
尾
正
君
な
ぞ
と
も
書
い
て

あ
り
ま
す
。ど
う
し
た
ん
で
せ
う
か
。（
一
九
〇
九
年
二
巻
五
号
）

こ
の
よ
う
に
告
発
す
る
行
為
は
、『
少
女
の
友
』
と
い
う
雑
誌
に

対
す
る
帰
属
意
識
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
自
身
の
所
属

す
る
共
同
体
の
境
界
に
何
者
か
が
侵
入
し
て
く
る
こ
と
を
防
ぎ
た
い

と
い
う
意
識
、
さ
ら
に
は
異
質
な
も
の
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
意
識

が
強
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

記
者
が
少
女
イ
メ
ー
ジ
を
提
示
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
ど
の
よ
う

な
少
女
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
読
者
が
理
解
す
る

こ
と
に
繋
が
り
、
さ
ら
に
は
共
同
体
の
形
成
に
も
大
き
な
意
味
を
も

つ
も
の
で
あ
っ
た
。
読
者
た
ち
は
記
者
か
ら
提
示
さ
れ
た
少
女
イ

メ
ー
ジ
を
受
け
止
め
、
そ
れ
を
志
す
対
象
と
し
た
。
そ
し
て
他
の
読

者
と
共
に
高
め
合
い
、
共
に
同
じ
雑
誌
を
応
援
し
、
共
に
雑
誌
を
作

り
上
げ
て
い
く
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、『
少
女
の

友
』
が
長
く
愛
さ
れ
続
け
た
理
由
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

終
わ
り
に

第
一
章
で
は
懸
賞
当
選
者
欄
の
分
析
か
ら
、『
少
女
の
友
』
の
発

行
部
数
の
増
加
、
そ
し
て
地
方
に
渡
る
ま
で
読
者
が
広
が
っ
て
い
っ

た
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
し
て
第
二
章
で
は
通
信
欄
を
分
析



−　 −106

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、創
刊
初
期
で
は
個
人
同
士
で
の
交
際
の
隆
盛
、

そ
し
て
一
九
一
一
年
か
ら
の
読
者
と
記
者
と
の
通
信
が
隆
盛
し
た
こ

と
が
分
か
っ
た
。
最
後
に
第
三
章
で
は
記
者
及
び
読
者
が
持
つ
少
女

像
に
つ
い
て
分
析
し
た
。
記
者
が
提
示
す
る
少
女
像
に
よ
っ
て
、
読

者
た
ち
の
中
で
共
同
体
意
識
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。

投
書
欄
は
少
女
た
ち
が
自
分
の
意
思
を
表
せ
る
場
で
あ
り
、
他
の

少
女
が
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
学
ぶ
非
常
に
大
切

な
場
で
あ
る
。
そ
こ
で
芽
生
え
た
共
同
体
意
識
は
互
い
に
、
美
し
い

心
の
少
女
へ
の
成
長
や
、
雑
誌
を
応
援
し
よ
う
と
い
う
意
識
を
高
め

合
っ
た
。自
分
以
外
の
愛
読
者
の
存
在
を
実
感
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
分
自
身
も
愛
読
者
の
一
人
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
生
ん
だ
。
そ
し

て
、
少
女
た
ち
は
家
庭
内
で
の
娘
と
い
う
役
割
を
越
え
て
、
主
体
と

し
て
役
割
に
縛
ら
れ
な
い
個
々
の
存
在
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
。
そ

う
い
っ
た
主
体
性
が
確
立
し
た
個
々
の
存
在
同
士
が
、
互
い
に
他
者

へ
の
共
感
を
求
め
少
女
共
同
体
と
い
う
も
の
を
作
り
上
げ
た
。
こ
の

よ
う
に
生
成
さ
れ
た
少
女
共
同
体
だ
か
ら
こ
そ
、
家
父
長
制
意
識
が

根
付
い
て
い
た
家
庭
や
学
校
は
、
少
女
共
同
体
を
危
険
な
存
在
で
あ

る
と
認
識
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

行
動
範
囲
を
広
げ
て
い
こ
う
と
す
る
少
女
共
同
体
、
そ
し
て
そ
れ

を
阻
止
し
管
理
す
る
大
人
達
の
攻
防
が
『
少
女
の
友
』
投
書
欄
で
確

認
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
少
女
達
と
大
人
達
両
者
の
意
見
を
汲
み
取

り
つ
つ
、記
者
に
よ
っ
て
投
書
欄
は
様
々
に
変
容
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
投
書
欄
は
変
容
を
遂
げ
な
が
ら
も
、
時
代
が
進
む
に
つ

れ
て
隆
盛
を
極
め
、『
少
女
の
友
』
の
購
買
数
増
加
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
。
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川
村
邦
光
『
オ
ト
メ
の
祈
り
―
近
代
女
性
イ
メ
ー
ジ
の
誕
生
』（
紀
伊

国
屋
書
店
、
一
九
九
三
年
）

（
2
）	

本
田
和
子
『
女
学
生
の
系
譜
―
彩
色
さ
れ
る
明
治
』（
青
土
社
、
一
九

九
〇
年
）

（
3
）	

永
井
紀
代
子
「
誕
生
・
少
女
た
ち
の
解
放
区
―
『
少
女
世
界
』
と
「
少

女
読
書
会
」」『
女
と
男
の
時
空
―
日
本
女
性
史
再
考
９　

鬩
ぎ
合
う

女
と
男
―
近
代
』（
藤
原
書
店
、
一
九
九
五
年
）
二
七
八
～
三
一
一
頁

（
4
）	

遠
藤
寛
子
『『
少
女
の
友
』
と
そ
の
時
代
―
編
集
者
の
勇
気　

内
山
基
』

（
本
の
泉
社
、
二
〇
〇
四
年
）

（
5
）	

今
田
絵
里
香
『「
少
女
」
の
社
会
史　

新
装
版
』（
勁
草
書
房
、
二
〇

二
二
年
）

（
6
）	

佐
藤
（
佐
久
間
）
り
か
「「
清
き
誌
上
で
ご
交
際
を
」
―
明
治
末
期
少

女
雑
誌
投
書
欄
に
見
る
読
者
共
同
体
の
研
究
」（『
女
性
学
』
４
、
一

九
九
六
年
）
一
一
四
～
一
四
一
頁

（
7
）	

深
谷
昌
志
『
子
ど
も
の
生
活
史
―
明
治
か
ら
平
成
』（
黎
明
書
房
、
一

九
九
六
年
）



−　 −107

（
8
）	

成
田
龍
一
「『
少
年
世
界
』
と
読
書
す
る
少
年
た
ち
―
１
９
０
０
年
前

後
、
都
市
空
間
の
な
か
の
共
同
性
と
差
異
」（『
思
想
』
八
四
五
号
、

一
九
九
四
年
）
一
九
三
～
二
二
一
頁

（
9
）	

佐
藤
（
佐
久
間
）・
前
掲
注
（
6
）、
一
一
七
頁

〔
付
記
〕

小
論
は
、
奈
良
大
学
文
学
部
史
学
科
卒
業
論
文
と
し
て
、
二
〇
二
二
年
一
二

月
に
成
稿
、
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
提
出
後
、
同
年
一
一
月
四
日
付
で
、

前
川
弥
生
「〈
少
女
ら
し
さ
〉
の
言
説
空
間
―
雑
誌
『
少
女
の
友
』
に
お
け

る
読
者
投
稿
欄
の
分
析
―
」（
同
志
社
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要

二
二
号
、
二
〇
二
二
年
）
が
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
ー
に
お
い
て
公
開
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
小
論
の
本
誌
へ
の
発
表
に
あ
た
っ
て
参
照
す
べ
き

重
要
な
論
考
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、「
要
旨
」
の
み
の
公
開
と
な
っ
て
い

る
た
め
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。


